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歯周病検診受診促進モデル事業 
効果検証結果（暫定） 

 
 

１ 歯周病検診受診促進モデル事業（概要） 
 

本市では、平成２０年度から、４０歳・５０歳・６０歳・７０歳の市民を対象に行う、１０年毎の

節目検診として、歯周病検診を開始した。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

平成２０年度 

平成２６年度 

令和２年度 

令和４年度 

７月～ 個別方式にて歯周病検診 開始 

国の基準額が 1,500 円となった後も 
1,000 円で据え置き 

40 歳、50 歳、60 歳は、自己負担額 1,000 円（本市のがん検診と同様） 
※国が定める健康増進事業実施要領の基準額 1,300 円より安く設定 

４月～ 歯周病検診受診促進モデル事業（３年間） 開始 
将来的な医療費・介護費の削減を図り、受診率の向上を目指すため 
40 歳、50 歳、60 歳 の 自己負担額 1,000 円 → 500 円 に減額 

歯周病検診受診促進モデル事業の効果検証の実施 
モデル事業の最終年度となるため、自己負担額の減額による効果検証

（暫定）を実施 

※７０歳、生活保護受給世帯、市民税非課税世帯の方は開始当初より無料 

受診率の 

伸び悩み 

【課題】 

自己負担額の減額のモデル事業実施 
（R２〜４の３年間） 
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２ 効果検証結果（暫定）について 

 

今年度は、モデル事業の最終年度となるため、自己負担額の減額による効果検証を行っ

ているが、歯周病検診の年代別受診率は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け

ながらも微増しており、一定の効果が確認されている。 

また、市民に対するアンケート調査結果からも、回答者の 9 割の市民が事業内容を良い

と評価していること、定期的に歯科医院に通っていない理由が、費用面やきっかけがない

等であったことから、本モデル事業の継続実施により、定期的な歯科受診（自主的な歯科

健診の継続）を促すきっかけとなる可能性が示唆された。 

 

 

（１） 歯周病検診受診率 

 

①受診者数と受診率の推移 

 

●Ｒ２～３年度 
 

  新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の R 元年度値と R2、3 年度値の 

比較においては、40 歳、50 歳の受診者数・受診率ともに増加した。 

 
 

[R 元年度値との差]40 歳[R2：1.3 ポイント、R3：0.8 ポイント]増加 

               50 歳[R2：１．１ポイント、R3：0.5 ポイント]増加 
 

 

【各年度別の受診率（％）】 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

40 歳 ３．８ ４．０ ３．９ ５．２ ４．７ 

50 歳 ３．３ ３．３ ３．４ ４．５ ３．９ 

60 歳 ４．２ ４．５ ４．６ ４．４ ４．８ 

70 歳 ９．０ ９．４ ８．８ ７．６ ８．７ 

全体 ５．４ ５．６ ５．５ ５．６ ５．６ 

 

【各年度別の受診者数（人）】 
 

 
 

 
 
 

 
 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

40 歳 ４６２ ４72 453 560 501 

50 歳 412 425 441 587 543 

60 歳 ４66 521 520 ４89 528 

70 歳 1,459 1,608 1,501 1,155 1,207 

全体 2,799 3,026 2,915 2,791 2,779 
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●Ｒ４年度（暫定） 
4～10 月（7 か月間）の 

受診者数（月平均）の比較では、 

各年齢とも増加傾向である。 
 

 
 
 
 
 
 

【令和 4 年度 各月別の受診者数（人）】 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 合計 月平均 

40 歳 ３７ ３１ ６２ ５６ ４９ ４５ ４７ 327 47 

50 歳 ３６ ３３ ７５ ５４ ５２ ５１ ７１ 372 53 

60 歳 ３７ ４９ ５２ ５３ ４４ ３４ ５１ 320 46 

70 歳 ９９ １０２ １２９ ８５ ５９ ９４ １２０ 688 98 

全体 ２０９ ２１５ ３１８ ２４８ ２０４ ２２４ ２８９ 1,707 244 

 

 

【歯周病検診 受診率（％）および受診者数（人）の推移】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

40 歳 

50 歳 

70 歳 

60 歳 

モデル事業実施期間 
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②増減率の比較 
 

70 歳の自己負担額は当初より無料で変更がないため、70 歳の受診率の増減を 

基準に、４０・５０・６０歳の受診率の予測値を計算し、実測値との差を計算した。新型 

コロナウイルスの影響による受診控えが一定程度予測される中でも、受診率は予測値 

よりも上回っていた。 
 

【自己負担額減額のモデル事業実施前後の受診率平均の比較（直近 2 年ごと）】 

 自己負担額 
a 実施前の 

受診率平均(%) 
（H30～R1） 

b 実施期間中の 

受診率平均(%) 
（R2～3） 

c 予測値※ b-c 

40 歳 

変更あり 

３．９ ４．９ ３．５ １．４ポイント 

50 歳 ３．３ ４．２ ３．０ １．２ポイント 

60 歳 ４．５ ４．６ ４．１ ０．５ポイント 

70 歳 変更なし ９．１ ８．２ － － 

※モデル事業実施前後で自己負担額に変更のない 70 歳の受診率平均の増減を基準とした予測値 

 

③各種健康診査受診率との比較 

歯周病検診のうち当初より自己負担額無料の 70 歳の受診率や、各種健康診査の

受診率は、令和元年度から令和 3 年度にかけ、横ばいだが、歯周病検診受診モデル

事業で、自己負担額を 500 円に減額した年代（40 歳、50 歳、60 歳）については、 

上昇傾向がみられた。 

 

【直近 3 年間の健康診査及び歯周病検診の受診率の推移】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※折れ線グラフ：受診率、点線：線形近似 
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（２） 事業評価アンケート調査結果（回答者１６７名） 

     ※アンケート内容及び結果の詳細については次ページ（Ｐ６）参照 
 
  ①調査内容（概要） 

歯周病（歯周疾患）検診モデル事業の効果確認のため、令和４年８月に歯周病検 

診対象年齢を迎える４０・５０・６０・７０歳の市民 4,500 名程度の歯周病検診受診 

券ハガキにアンケート調査用の二次元バーコードを貼付し、アンケート（インターネッ 

ト回答）への協力を依頼した。 

 

  ②調査結果（概要） 
〇 各年代から均等に回答が得られた（回答者 167 名）。 

〇 モデル事業内容については、93.2％が「大変良い」、「良い」と回答していた。 

〇 定期的に歯科医院に通っている者の割合は 55.1％で、年齢が高くなる程、その 

割合は高かった。 

    〇 定期的に歯科医院に通っていない主な理由は、「お金がかかるから」、「何も症状 

がないから」、「行くきっかけがないから」であった。 

 

 

（３） 健康づくり及び食育に関する実態調査 

 
  ①調査内容（概要） 

令和 5 年度に終了する 「第二次北九州市健康づくり推進プラン」及び「第三次北

九州市食育推進計画」の次期プラン策定に向け、その基礎資料とするための実態調

査を実施した。 

〈対  象〉 市民 10,000 人（該当の調査項目については 19 歳以上の 7,200 人） 

〈回答方法〉 郵送・インターネット 

〈実施スケジュール〉R4 年 10 月（１か月間）調査実施 

R5 年 2 月        報告書完成予定 

〈参  考〉 

 

 

 

 

 

 

 
 
②調査結果（速報値） 
〇 回答者数 ２，２７２人 

〇 歯周病（歯周疾患）検診の検診料（５００円）について 

「妥当である」47.4％、「安い」15.9％、「高い」4.4％、「わからない・無回答」32.3％ 
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アンケート内容および結果（回答者 167 名） 

 ●年齢

●⻭周病（⻭周疾患）検診受診促進モデル事業の感想を教えてください。

●現在、予防や治療のために定期的に⻭科医院に通っていますか。

●通っていないと回答した方は、その理由を教えてください。（複数回答）

●今後、市の⻭周病（⻭周疾患）検診を受診したいと思いますか。

【「大変良い」、「よい」と回答した者の割合】

【「定期的に通っている」と回答した者の割合】

165 181 91.2%

50歳

60歳

70歳

全体

40 45 88.9%

42 45 93.3%

40歳

該当者
（人）

全体数
（人）

割合
（％）

40歳 17 36 47.2%

該当者数
(人)

回答者数
(人)

割合
（％）

31 86.1%

52 55 94.5%

36

47.3%

99 181 54.7%

60歳

70歳

全体

28 45 62.2%

28 45 62.2%

50歳 26 55

21人

37人

30人

27人

10人

15人

10人

15人

4人

3人

4人

3人

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人

a 40歳

b 50歳

c 60歳

d 70歳

【モデル事業の感想（年代別）】

1 大変良い 2 良い 3 普通

17人

26人

28人

28人

19人

29人

17人

17人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 40歳

b 50歳

c 60歳

d 70歳

【定期的な通院の有無（年代別割合）】

1 通っている 2 通っていない

a 40歳, 36人

b 50歳, 55人c 60歳, 45人

d 70歳, 45人

【回答者属性】

28

23

21

25

9

7

6

0 5 10 15 20 25 30

1 何も症状がないから
2 行くきっかけがないから

3 行きたいが時間がないから
4 お金がかかるから

5 希望日時での予約が取れないから
6 どこに行けばいいかわからないから

7 その他

【歯科医院へ通っていない理由】

33人

50人

40人

40人

2人

3人

1人

2人

1人

2人

4人

3人

82% 84% 86% 88% 90% 92% 94% 96% 98% 100%

a 40歳

b 50歳

c 60歳

d 70歳

【今後、市の歯科検診を受診したいか（年代別割合）】

1 はい 2 いいえ 3 どちらとも言えない

（人）

（%）

（人）

（%）

（人）


